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私がまだあなたがたのところにいたとき、これらのことを繰り返し語していたのを覚え

ていないのですか。あなたがたが知っているとおり、今はこの者を抑えているものがあり

ます。それは、定められた時にこの者が現れるためなのです。不法の秘密はすでに働いて

いますが、それは、今抑えている者が退くまでのことです。その時、不法の者が現れます

が、主イエスはご自分の口から吐く息で彼を殺し、来られるときの輝かしい光によって滅

ぼしてしまわれます。不法の者が来るのは、サタンの働きによるのであって、あらゆる偽

りの奇跡としるしと不思議な業とを行い、あらゆる不正をもって、滅びゆく人々を欺きま

す。彼らが滅びるのは、自分たちの救いとなる真理への愛を受け入れなかったからです。

それゆえ、神は惑わす力を送り、彼らが偽りを信じるようにされるのです。こうして、真

理を信じないで、不正を喜んでいた者は皆、裁かれます。（Ⅱテサロニケ 2:5 ～ 12） 

 

著者は、テサロニケの信徒たちと一緒にいた時、主イエスが来られることについて、繰

り返し語っていたのを覚えていませんかと言っている。「今はこの者を抑えているものが

あります。それは、定められた時にこの者が現れるためなのです 。」 「この者」とは、不

法の者、滅びの子である。主の日が遅延しているが、定められた時が来れば、この者は必

ず現れる。主イエスが現れる時まで、今のところは抑えられているが、彼らの不法の秘密

は既に働いており、その働きも、彼らが退くまでのことである。主の日が来ると、不法の

者が表に現れても、主イエスはご自分の口から吐く息で彼を殺し、輝かしい光によって滅

ぼしてしまう。「不法の者が来るのは、サタンの働きによるのであって、あらゆる偽りの

奇跡としるしと不思議な業とを行い、あらゆる不正をもって、滅びていく人々を欺きま

す 。」 サタンの働きによって、紛れ込んだ不法の者は、あらゆる不義な奇跡を行い、不正

を用いて、滅びていく人々を欺く。「彼らが滅びるのは、自分たちの救いとなる真理への

愛を受け入れなかったからです」と、真理を愛さず、偽りを信じ、滅びるようになった

人々への激しい断罪を語っている。興味深いのは、「それゆえ、神は惑わす力を送り、彼

らが偽りを信じるようにされるのです」という言葉で、神が惑わし、偽りを信じるように

させ、不信な者を興すと言う。しかし、「こうして、真理を信じないで、不正を喜んでい

た者は皆、裁かれます」と手厳しい裁きがあると言う。不正を喜ぶ者は生きる意味を見失

い、真理を信じる者は真に生きる者となることは確かである。 

そこで、聖書のいう真理とは何かという根本的な問いが出される。ローマの総督ピラト

から、尋問を受けた主イエスの答えに注目したい。ピラトは、「お前の同胞や祭司長たち

が、お前を私に引き渡したのだ。一体何をしたのか（ヨハネ 18:35c ）」 また、「それでは、

やはり王なのか（ヨハネ 18:37 ）」 と問うと、主イエスは、「私が王だとは、あなたが言

っていることだ。私は真理について証しをするために生まれ、そのために世に来た。真理

から出た者は皆、私の声を聞く（ヨハネ18:39b)」と答えておられる。ピラトは、「真理と

は何か」と問い質しているが、会話はここで終わっている。ヨハネ福音書 8 章 32節で主イ

エスは、「あなたがたは真理を知り、真理はあなたがたを自由にする」と語っておられる。

主イエスが証しした真理とは「神はあなたがたを愛している」という一点ではないか。神

に愛され、真理を知った者は何ものも恐れない真の自由を得る。神に愛されていることを

知る者は、自分自身を受け入れ、救われるのである。 

 


